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日本国憲法 名前

問1 国家権力の乱用を防ぎ、国民の自由や権利を守るために、政治を行う政府や君主などの権力者も法に従わなければならないという原則を何と呼
びますか。 （2026年 宮崎県公立入試 類似）

1. 立憲主義 2. 人の支配 3. 法の支配 4. 法治主義

問2 日本国憲法の前文では、平和主義の理念について「全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有すること
を確認する」と記されている。この記述によって保障されていると考えられる権利を何というか。 （2018年 和歌山県公立入試 類似）

1. プライバシーの権利 2. 平和的生存権 3. 知る権利 4. 環境権

問3 政治を行う権力（政府）の行動を法によって制限し、権力の恣意的な行使を防ぐことで国民の権利と自由を守るという考え方を何といいますか
。 （2018年 佐賀県公立入試 類似）

1. 権力の分立 2. 法の支配 3. 人の支配 4. 法治主義

問4 日本国憲法において、国民には様々な「権利」が保障されていますが、同時に果たさなければならない「義務」も定められています。憲法の基
本原則をまとめた資料において、教育と勤労がそれぞれ「権利」と「義務」の両方の側面を持つことが説明されていますが、日本国憲法が定め
る「国民の三大義務」の正しい組み合わせを選びなさい。 （2024年 福岡県公立入試 類似）

1. 子どもに普通教育を受けさせる義
務・勤労の義務・納税の義務

2. 公共の福祉に従う義務・国防の義
務・子どもに教育を施す義務

3. 教育を受ける義務・勤労の権利・
裁判員として参加する義務

4. 憲法を遵守する義務・社会保障を
受ける権利・納税の義務

問5 国会によって憲法改正案が発議された後の手続きと、改正が確定した後の流れについて説明したものとして正しいものはどれですか。 （2024年

山形県公立入試 類似）

1. 最高裁判所による憲法審査を受け
、合憲と判断された後に国民投票で
三分の二以上の賛成を得る

2. 特別の国民投票が行われ、その過
半数の賛成を得ると改正が成立し、
天皇が国民の名で公布する

3. 国民投票において有権者総数の三
分の二以上の賛成を得た後、内閣総
理大臣が直ちに公布する

4. 衆議院議員総選挙と同時に行われ
る裁判官の国民審査において、過半
数の罷免票がない場合に成立する

問6 憲法改正の手続きにおいて、国会による発議から改正が成立し、実際に人々に知らされるまでの流れを説明したものとして、最も適切なものは
どれですか。 （2016年 香川県公立入試 類似）

1. 国民が署名を集めて発議し、国会
で3分の2以上の賛成を得た後、天皇
が国事行為として承認する。

2. 国会が発議し、閣議決定を経て国
民投票を実施した後、内閣総理大臣
が公布する。

3. 最高裁判所が違憲審査を行い、国
民投票で過半数の賛成を得た後、国
会が発議する。

4. 国会が発議し、国民投票による承
認を得た後、天皇が国民の名におい
て公布する。

問7 日本国憲法において、国民に課されている「三大義務」の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。 （2021年 沖縄県公立入試 類似）

1. 勤労の義務、納税の義務、保護す
る子女に普通教育を受けさせる義務

2. 勤労の義務、納税の義務、憲法を
尊重し擁護する義務

3. 勤労の義務、兵役の義務、納税の
義務

4. 職業を選択する義務、納税の義務
、保護する子女に普通教育を受けさ
せる義務

問8 日本国憲法第15条では、公務員の地位について「すべて公務員は、国民全体の（ ）であつて、一部の（
）ではない」と定められています。空欄に共通してあてはまる、公務員が国民に対して果たすべき役割を指す言葉を選びなさい。 （2015年

千葉県公立入試 類似）

1. 奉仕者 2. 管理者 3. 代表者 4. 協力者

問9 法律の制定は国会での議決によって成立しますが、日本国憲法の改正においては、国会が発議した後に、国民が直接その承認を行うステップが
設けられています。この、主権者である国民の意思を直接反映させるための手続きを何といいますか。 （2024年 石川県公立入試 類似）

1. 住民投票 2. 国民投票 3. 衆議院の解散 4. 最高裁判所裁判官の国民審査

問10 戦後の民主化政策の中で示された、新旧の政治体制を比較した視覚的な解説によれば、かつての体制では天皇が軍や貴族の上に立つ絶対的な存
在でしたが、現在の体制では男女の国民が主役となり、天皇はその統合の証として位置づけられています。このような「象徴天皇制」が導入さ
れた背景や仕組みとして、最も適切な説明を選びなさい。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 満20歳以上の男女に選挙権を与え
た上で、天皇がその選挙結果を承認
しなければならない仕組みとした。

2. 天皇を政治的な実権から切り離す
ことで、国民が選んだ代表者が国政
を担う国民主権の原則を確立した。

3. 天皇に強い政治的指導力を与える
ことで、戦後の混乱した社会を迅速
に復興させる体制を整えた。

4. 天皇を国の元首として位置づけ、
外国との条約締結や宣戦布告を天皇
の独断で行えるようにした。

問11 「法の支配」の原理において、法が政府（行政）に対して果たしている役割として最も適切なものはどれですか。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. 政治状況に応じて、政府が法に縛
られず柔軟に行動できるようにする
役割

2. 政府が国民を効率的に管理・統制
するための道具としての役割

3. 権力者が自らの意志を法律として
国民に強制するための役割

4. 政府の権力を制限し、国民の権利
を守る役割

問12 日本国憲法第96条では、憲法改正が国民投票で承認された後の手続きについて規定されている。天皇がこの改正を公布する際、どのような立場
で行うと定められているか。 （2023年 山梨県公立入試 類似）

1. 主権者としての権限に基づき、速
やかに行う

2. 内閣総理大臣の代理として、速や
かに行う

3. 国会の要請を受け、一定期間内に
行う

4. 国民の名において、直ちに行う

問13 大日本帝国憲法から日本国憲法への転換期に作成された資料では、かつてピラミッドの頂点で統治権を持つ主権者として描かれていた天皇が、
新憲法下では国会議事堂や憲法を中心とした国民主導の社会において、それらとは切り離された位置に描かれるようになりました。現在の日本
国憲法における天皇の地位と権限について、正しく述べたものはどれですか。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 天皇は国民の代表として国会に出
席し、法律案の決議に参加する権限
を持つ。

2. 天皇は主権者として、国の政治の
あり方を最終的に決定する権限を持
つ。

3. 天皇は日本国および日本国民統合
の象徴であり、政治に関する権限を
持たない。

4. 天皇は行政府の長として、内閣総
理大臣を自分の意思で自由に指名で
きる。

問14 天皇が行う国事行為の具体的な内容として、正しいものはどれですか。 （2019年 愛媛県公立入試 類似）

1. 自ら法律案を作成し、国会に提出
する

2. 最高裁判所の裁判官を、天皇の判
断で罷免する

3. 国会の指名に基づいて、内閣総理
大臣を任命する

4. 国の予算を審議し、成立させる
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

法の支配
権力者も国民が定めた法に従わなければならないという原則を「法の支配」といいます。これ
により権力の乱用が抑えられ、国民の権利や自由が守られます。

問2 答え 2
平和的生存権

憲法前文にある「平和のうちに生存する権利」は、一般に平和的生存権と呼ばれます。これは
平和主義が単に国家の政策指針であるだけでなく、国民一人ひとりが平和な社会で生きること
を憲法上の権利として捉える考え方です。第9条の平和主義を、権利の側面から裏付ける重要
な概念となっています。

問3 答え 2
法の支配

近代民主政治の基本原理であるこの考え方は、中世イギリスで「王といえども神と法の下にあ
る」という言葉とともに発展しました。単に「法によって統治する」という形式を指すのでは
なく、その法の内容が個人の尊厳に基づき、権力を縛るものであることを重視します。これに
より、時の権力者が都合の良いルールを勝手に作って国民を支配することを防いでいます。

問4 答え 1
子どもに普通教育を受けさせる義務・勤労の
義務・納税の義務

日本国憲法は第26条で教育、第27条で勤労、第30条で納税について規定しており、これらを
あわせて「国民の三大義務」と呼びます。教育と勤労については、国民が国に対して求めるこ
とができる「権利」であると同時に、社会を維持するために果たすべき「義務」としての側面
も持っています。特に教育については、子ども本人が負う義務ではなく、保護者が「子どもに
普通教育を受けさせる義務」を負う点に注意が必要です。

問5 答え 2
特別の国民投票が行われ、その過半数の賛成
を得ると改正が成立し、天皇が国民の名で公
布する

国会が発議した改正案は、主権者である国民による直接の意思表示である国民投票にかけられ
ます。ここで有効投票の過半数の賛成を得ることで改正が成立します。その後、憲法改正を広
く国民に知らせる「公布」は、天皇が国民の名において行う「国事行為」として実施されます
。最高裁判所裁判官の国民審査とは全く別の手続きです。

問6 答え 4
国会が発議し、国民投票による承認を得た後
、天皇が国民の名において公布する。

憲法改正の最終的な成立プロセスは、国会による「発議」、国民投票による「承認」、そして
天皇による「公布」という順序で行われます。天皇が憲法改正を公布することは、日本国憲法
第7条に定められた「国事行為」の一つであり、その際は「国民の名において」行われること
が憲法第96条に明記されています。

問7 答え 1
勤労の義務、納税の義務、保護する子女に普
通教育を受けさせる義務

日本国憲法は、第26条第2項で「保護する子女に普通教育を受けさせる義務」、第27条第1項
で「勤労の義務」、第30条で「納税の義務」をそれぞれ定めています。「憲法を尊重し擁護す
る義務」は天皇や公務員に課せられたものであり、国民の義務とは区別されます。また、職業
選択は憲法第22条で保障された「権利」であり、兵役の義務は日本国憲法には存在しません。

問8 答え 1
奉仕者

日本国憲法第15条第2項の規定により、公務員は特定の政党や特定の社会的地位にある人々な
どの利益（一部の奉仕者）のために働くのではなく、常に国民全体のために誠実に職務を遂行
しなければならないとされています。これは国民主権の原理に基づき、国民が公務員の罷免権
を持つこととも密接に関係しています。

問9 答え 2
国民投票

日本国憲法は最高法規であるため、通常の法律よりも改正手続きが厳格に定められています。
国会で衆参各議院の総議員の3分の2以上の賛成により「発議」された後、最終的な承認権は主
権者である国民に委ねられており、この手続きを国民投票と呼びます。

問1
0

答え 2
天皇を政治的な実権から切り離すことで、国
民が選んだ代表者が国政を担う国民主権の原
則を確立した。

大日本帝国憲法下では天皇が統治権を総攬する主権者であり、軍の統帥権なども保持していま
したが、これが軍国主義につながったという反省から、日本国憲法では天皇を政治から切り離
しました。天皇を「象徴」とすることで、国政の決定権が国民にあることを明確にし、民主主
義の徹底を図ったのが象徴天皇制の目的です。

問1
1

答え 4
政府の権力を制限し、国民の権利を守る役割

法の支配は、法が政府の上位に位置するという構造をとっています。これにより、政府の権力
行使をあらかじめ定められた法の範囲内に限定させ、国家による権力の暴走を抑止することで
、国民の権利と尊厳を保障する仕組みとなっています。

問1
2

答え 4
国民の名において、直ちに行う

憲法第96条第2項には、憲法改正が承認された場合、天皇は「国民の名で、この憲法と一体を
成すものとして、直ちにこれを公布する」と記されています。これは、憲法を制定・改正する
権限（憲法制定権力）が主権者である国民にあることを示す象徴的な表現であり、天皇が自ら
の意志で決定するのではなく、国事行為として形式的に行うものであることを意味しています
。

問1
3

答え 3
天皇は日本国および日本国民統合の象徴であ
り、政治に関する権限を持たない。

日本国憲法では、主権が天皇から国民に移る「国民主権」が採用されました。これに伴い、天
皇の地位は「主権者」から「日本国および日本国民統合の象徴」へと大きく変化しました。天
皇は国政に関する権能を有しておらず、憲法に定められた形式的・儀礼的な「国事行為」のみ
を、内閣の助言と承認に基づいて行います。

問1
4

答え 3
国会の指名に基づいて、内閣総理大臣を任命
する

天皇の国事行為には、国会の指名に基づく内閣総理大臣の任命や、内閣の指名に基づく最高裁
判所長官の任命、憲法改正・法律・政令・条約の公布、国会の召集、衆議院の解散などが含ま
れます。いずれも天皇が自らの意志で決定するのではなく、他機関の決定を受けて形式的に執
り行うものです。


